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全世界で20億tのCO２削減を目標
IEAが建物分野の冷暖房・
給湯技術ロードマップを発表

経
済
成
長
に
と
も
な
い
、
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
、
長
年
、
電
力
の
不
足
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
要

因
は
、
冷
房
用
の
電
力
需
要
に
あ
り

ま
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
･
蓄
熱
技
術

は
、
昼
間
の
空
調
電
力
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
ピ
ー
ク
電

力
抑
制
に
大
変
有
効
で
あ
る
う
え
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
C
O
²
を
同
時
に

図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
同
技
術
の

ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
層
の
普
及
促
進
・

発
展
を
目
的
と
し
て
、
2
０
１
１
年

10
月
4
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
、

日
本
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
ア
ジ
ア

主
要
国（
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
韓

国
・
ベ
ト
ナ
ム
）の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
関
係

者
が
集
ま
り
、「
ア
ジ
ア
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
蓄
熱
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設

立
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ア
ジ
ア
各

国
と
緊
密
な
情
報
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
同
技
術
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
主
な
活
動

内
容
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
の
発
行
、
普
及
に
向

け
た
課
題
の
把
握
と
解

決
、
最
新
技
術
･
市

場
動
向
な
ど
の
情
報
共

有
、
冷
媒
管
理
も
含
め

た
技
術
的
課
題
の
整
理

と
対
策
な
ど
で
す
。
将

来
的
に
は
、
技
術
交
流

会
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
な
ど

の
活
動
も
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
後
は
今
回
の
５
カ
国

以
外
の
ア
ジ
ア
各
国
に

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加

を
呼
び
か
け
、
参
加
国

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今後も参加国の拡大を目指す
ヒートポンプ･蓄熱技術の普及に向けた
多国間ネットワークを設立

2
０
１
１
年
5
月
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）は
、
2
０
5
０
年
ま

で
の
世
界
の
C
O
²
排
出
量
半
減
に

向
け
た
、
建
物
分
野（
住
宅
お
よ
び
業

務
用
建
物
）に
お
け
る
冷
暖
房
・
給
湯

技
術
導
入
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、Ｉ
Ｅ
Ａ
の「E

nergy 
Technology P

erspectives

（
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
展
望
）2
０
１
0
」の

中
で
建
物
分
野
の
主
要
な
地
球
温
暖

化
対
策
技
術
と
し
て
記
載
さ
れ
た
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
太
陽
熱
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
蓄
熱
の
4
技
術
の
普

及
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
も
の
で
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
2
０
5
０
年

ま
で
に
建
物
分
野
の
空
調
・
給
湯
用

途
へ
こ
れ
ら
4
つ
の
技
術
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
世
界
で
20
億
t
の

C
O
²
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
全
体
の
63
％
に
あ
た
る

12.

５
億
t
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
全
世
界
の
住
宅
へ
の
冷
暖
房
･
給

湯
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
台
数
目
標

を
2
０
１
0
年
8
億
台（
推
計
値
）か
ら

2
０
５
0
年
35
億
台
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蓄
熱
技
術

に
対
す
る
期
待
も
大

き
く
、
2
０
５
0
年

ま
で
に
導
入
さ
れ
る

冷
暖
房
・
空
調
技
術

の
半
分
は
蓄
熱
を
組

み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
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コージェネレーション（CFP） 暖房

ヒートポンプ 給湯億t
ヒートポンプ 暖房
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総計20億t

ヒートポンプ
による削減CO2

12.5億t

冷暖房・給湯分野の有効技術によるCO2削減効果推移

で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

普
及
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、
技

術
の
知
名
度
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
な

ど
を
挙
げ
て
お
り
、
今
後
10
年
間
の

政
策
側
の
主
た
る
取
り
組
み
と
し
て
、

標
準
化
、ラ
ベ
リ
ン
グ
、
補
助
金
な
ど

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
を
提
言
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、各
国
政
府
と
産
業
界

の
情
報
共
有
、
コ
ス
ト
低
減
と
効
率

向
上
の
た
め
の
R
＆
D（
研
究
開
発
）

の
重
要
性
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
発
表
さ
れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

2
０
0
８
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ

８
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ

に
作
成
要
請
の
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
で
、
今
後
、

国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
反
映
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出典：Technology Roadmap (Energy-efficient Buildings: Heating and Cooling Equipment) IEA


